
公益財団法人おかやま環境ネットワークニュース No.72

白石 齊 会長

あかいわ｢美土里の和｣

～うさぎ追いしかの山ぁ～

～どんぐりコロコロどんぶりこ～

此処に歌われているような風

景を、現在、私たちの近くで目

にすることはできなくなりまし

た。近在の山々も、遠くから眺

めていると緑の美しい自然の風

景と感じられますが、そこに入

ろうとすると、篠竹や羊歯やカ

ズラに覆われて、ジメジメと暗

く、湿っていて入口さえみつか

りません。このような場所には、

林業に携わるような方々は決し

て近づいてくれません。

でも、小さなスペースでもい

い、地面の上に陽光がとどき、

木の実が拾え、草花が咲き、茸

が生える、そして何よりも子供

たちが駆け回って自然に親しめ

る、そんな場所が欲しい。こん

なささやかな願いから、この｢あ

かいわ美土里の和｣が誕生しま

した。

２年前に、赤磐市の桜が丘東

の住宅街に隣接する場所に、標

高が１５０ｍから２００m 位の

山が３㎞ばかり連なった、市の

所有地を借りて会員を募り、持

ち慣れない鎌や鋸を手に、まっ

たく素人の私たち市民が作業を

開始しました。

マムシやスズメバチを恐がり

ながら藪を切り開き、先ず、頂

上までの道作りから始めました。

１本の登山道が出来ると、会員

たちの間に小さいながら達成感

が生まれました。

市民の方々に自然を少しでも

理解して頂くために、講師を招

いての「自然観察会」を開きま

した。次には、岡山理科大学学

長の波田善夫先生を招いて「シ

ンポジウム」を開きました。

その後、登山道も２つのルー

トが加わり、少しずつですが樹

林の間に日差しが届く場所が増

えてきました。会員たちも、こ

の山に対して親しみを感じて来

たのでしょう、元旦には「初日

の出を見る会」や、「ツツジのお

花見の会」なども開催されまし

た。

この時期にネットワークの助

成を受けることができました。

その後は、ハイキングコースの

ルートの延長を主にしながらも

｢自然観察会｣は定期的に続け、

「親子で動植物を描く」ワーク

ショップや、そこに生えている

植物を使った「木工工作」や「お

茶づくり」「紙すき体験」「草木

染め体験」「キノコ汁作り」など

など矢次早に開催して来ました。

そして第２回目のシンポジウ

ムには、就実大学理事長の千葉

喬三先生をメインゲストに迎え

て「里山今昔」と題した森の歴

史とも云うべき「植物遷移」に

ついて丁寧に教えて戴きました。

そして、理性が発達する前に（大

体１０歳頃まで）感性を養うこ

との大切さ、それには、何より

も「自然と親しむことが大切で

ある」と云うお話などなど学ぶ

べきことの多さとともに、生物

の多様性の大切さ、そして、人

も多様でさまざまな人材がある

社会こそ健全な社会であること

を学びました。

そして嬉しい事に、５月３１

日には桜が丘保育園の園児たち

が健脚遠足で、団体での初登山

が実行されます。

美土里の和では、この時のシ

ンポジウムの講演、及び討議の

内容を冊子にまとめましたので、

関心のある方は「あかいわ美土

里の和」事務局まで申し出て下

さい。
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